
歴史的都市の形態
Morfologia を現代に活かす

かつての城壁上が緑道に

かつての堀がアメニティ空間に



建物だけではない
水路、さりげなく残す

過剰整備はしない

新しい建物の挿入方法

都市計画との連動
文化財保存・都市づくりの一体化



保存再生の手法
コンバージョン･リノヴェーション

建築家の仕事の新領域



建築家による歴史建造物の再生
カルロ・スカルパ １９６０年代末

カステル・ヴェッキオ ヴォローナ 美術館に



ポルトヴェーネレ
世界遺産

歴史的都市の維持・再生

一つの典型イメージ

（NHK世界遺産
イタリア縦断１２００キロ）

ジェノヴァの要塞都市
武装解除 →

海沿いの快適な美しい都市へ転換

海辺を大事に
市民のためのプロムナード
プレジャーボートの桟橋

日本は水際を壊した 産業道路



アイデンティティを保って心地よく暮らす

その場にしかない唯一性 誇り 愛着



古い町に最先端デザインの魅力的ショップ

若い人の活動、表現の場に



歴史と自然の恵みを活かすイタリア
日本は？

船でのアプローチ 海から見る

アマルフィ



鞆ノ浦 中世・近世の港
江戸時代の港の遺構をよく残す

埋立て・架橋の問題で対立



この港での埋立て・架橋は考えられない



アマルフィ＝尾道 不便さをどう考えるか 徹底した効率追求の日本



コンパクトシティへ 保存再生
ボローニャ 都市計画の中心課題に



自治体とパプリックハウジング部門
（かつての住宅公団）の共同事業



住み続ける 社会組織
コミュニティ再生
住宅の形式を現代的に継承



文化財的空間を日常に使いこなす
生活の舞台



日本における町家のリノヴェーション
商業施設へのコンヴァージョンが多い

京都においても

金沢 東の廓









何でもない庶民の町家が
現代の洒落た住まいに

都市型住宅として優れる





観光の在り方

新市街、周辺の町や村、農村の住民のリピーター
地域の文化中心としての歴史地区

南イタリア プーリア地方 トラーニカステッロ 大聖堂









Tessuto urbano (urban fabric 都市組織）の重要性

回遊性
町並みより概念を広く



神
楽
坂



何故人気があるか？

鎌倉の住宅地も

谷中
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